
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
九
年
三
月
二
十
九
日

参

議

院

外

交

防

衛

委

員

会

今
日
、
国
際
情
勢
が
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
我
が
国
に
求
め
ら
れ
る
の
は
国
益
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
際
社
会
と
の
協

力
・
連
携
の
下
、
国
際
的
諸
課
題
に
毅
然
と
対
応
す
る
外
交
力
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
我
が
国
外
交
を
担
う
外
務
省
の
体
制

強
化
と
危
機
管
理
体
制
の
抜
本
的
改
革
が
急
が
れ
る
。
他
方
、
我
が
国
の
財
政
事
情
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
外
務
省
に
お
い

て
は
組
織
改
革
や
手
当
の
見
直
し
に
際
し
、
こ
う
し
た
国
内
事
情
を
重
く
受
け
止
め
、
と
り
わ
け
外
務
公
務
員
の
手
当
に
向
け

ら
れ
る
国
民
の
声
に
真
摯
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
政
府
は
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
検
討
の
上
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
。

一
、
外
務
省
に
お
い
て
は
、
国
際
社
会
の
諸
問
題
に
的
確
に
対
応
し
、
国
益
を
重
視
し
た
外
交
を
遂
行
す
る
た
め
、
外
交
体
制

強
化
に
向
け
た
組
織
改
革
を
不
断
に
推
し
進
め
る
こ
と
。

二
、
国
際
機
関
に
お
け
る
幹
部
職
員
を
含
め
邦
人
職
員
の
増
強
に
向
け
て
国
際
社
会
に
通
用
す
る
人
材
の
一
層
の
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
援
助
や
平
和
構
築
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
高
級
幹
部
も
含
め
外
部
の
人
材
の
積
極
的
活
用
を
図
る
こ
と
。



三
、
我
が
国
外
交
の
最
前
線
基
地
で
あ
る
在
外
公
館
等
の
新
設
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
国
益
と
相
手
国
と
の
相
互
主
義
の
原

則
等
を
踏
ま
え
、
戦
略
的
に
そ
の
増
強
・
整
備
に
当
た
る
こ
と
。

四
、
在
外
公
館
に
お
い
て
は
、
大
規
模
自
然
災
害
や
犯
罪
・
テ
ロ
等
の
緊
急
事
態
に
お
け
る
在
外
邦
人
に
対
す
る
迅
速
か
つ
き

め
細
や
か
な
支
援
を
可
能
と
す
る
た
め
、
危
機
管
理
体
制
の
機
能
拡
充
に
努
め
る
こ
と
。

五
、
情
報
の
収
集
・
分
析
体
制
の
強
化
の
た
め
、
情
報
収
集
等
に
要
す
る
経
費
の
充
実
及
び
人
材
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

、

、

、

六

我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
厳
粛
に
受
け
止
め

在
外
公
館
に
関
わ
る
予
算
の
効
率
性
・
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に

そ
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
適
切
な
支
出
が
図
ら
れ
る
よ
う
具
体
的
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

七
、
在
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、
国
内
の
財
政
状
況
や
外
交
活
動
を
推
進
す
る
上
で
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
民
間
企
業
、
諸
外
国

の
外
交
官
の
給
与
・
手
当
の
水
準
及
び
各
任
地
の
事
情
に
か
ん
が
み
、
為
替
・
物
価
等
の
変
動
が
反
映
さ
れ
る
形
で
客
観
的

に
算
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
在
勤
手
当
全
般
に
わ
た
る
内
容
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

八
、
在
外
公
館
に
お
け
る
監
査
・
査
察
体
制
の
一
層
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


